
新温泉町丹
た ん

土
ど

山
あ
い
の
峠
を
越
え
る
と
、

そ
こ
は
ま
る
で
別
世
界
！

す
り
鉢
上
の
盆
地
に
広
が
る

の
ど
か
な
田
園
風
景
と

清
水
が
湧
く
丹
土
を
歩
く
。

之
さ
ん
と一
緒
に
集
落
を
裏
路
地
探
険
。

　

ま
ず
案
内
い
た
だ
い
た
の
が
、
村
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
「
丹
土
清
水
」。
上
水

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
人
々

が
集
ま
る
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
。

　
「
こ
の
清
水
に
は
蛤

は
ま
ぐ
りの

面
白
い
話
が
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
直
径
約
５
ミ
リ

の
蛤
に
似
た
白
い
二
枚
貝
が
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
淡
水
に
蛤
は
お
か
し
い
と
、
大
正
時

代
に
京
都
大
学
の
上
治
博
士
に
鑑
定
を

依
頼
し
た
と
こ
ろ
、マ
メ
シ
ジ
ミ
だ
と
分
か

り
、
博
士
の
名
を
取
っ
て
ウ
エ
ジ
マ
メ
シ
ジ
ミ

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
」と
語
る
杉
岡
区
長
。

　

本
来
海
に
い
る
は
ず
の
蛤
が
い
た
こ
と

か
ら
、
照
来
の
七
不
思
議
と
し
て
語
り
継

が
れ
て
き
た
そ
う
だ
。

　
「
太
古
の
火
山
活
動
の
名
残
か
ら
か
、

地
区
内
に
は
清
水
が
あ
ち
こ
ち
で
湧
き
出

て
い
ま
す
。
イ
モ
リ
が
生
息
す
る
き
れ
い
な

水
は
集
落
の
自
慢
で
す
ね
」
と
、
杉
岡
区

長
は
話
す
。

　

丹
土
清
水
を
後
に
し
て
坂
道
を
上
っ
て

い
く
と
、「
萬
福
寺
の
鐘
楼
跡
」
に
た
ど
り

着
く
。
そ
の
昔
こ
の
場
所
に
は
、
九
尺
四

方
の
鐘
楼
が
建
っ
て
お
り
、
大
き
な
梵
鐘

が
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
前
を
通

り
過
ぎ
る
人
が
、
時
間
に
関
係
な
く
鳴
ら

す
の
で
、「
丹
土
の
阿
呆
鐘
」
と
い
わ
れ
て

親
し
ま
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

今
は
礎
石
の
み
が
残
る
が
、
集
落
を
見

渡
せ
る
高
台
に
位
置
す
る
こ
の
場
所
に
立

　

国
道
９
号
か
ら
山
陰
の
名
湯
・
湯
村
温

泉
に
入
り
、
県
道
を
南
へ
約
２
キ
ロ
ほ
ど

上
る
と
そ
こ
は
ま
る
で
別
世
界
。
急
峻
な

峠
道
を
抜
け
た
先
に
は
、
標
高
３
５
０

メ
ー
ト
ル
、
盆
地
状
に
広
が
る
照て
ら
ぎ来

高
原

の
美
し
い
田
園
風
景
が
迎
え
て
く
れ
る
。

　

四
方
を
愛あ
た
ご
や
ま

宕
山
や
草く

さ
ぶ
と
や
ま

太
山
な
ど
の

山
々
に
囲
ま
れ
、
す
り
鉢
の
よ
う
な
地
形

か
ら
照
来
盆
地
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

照
来
盆
地
は
、
今
か
ら
３
０
０
万
年
前

に
で
き
た
照
来
カ
ル
デ
ラ
の
内
側
に
堆
積

し
た
泥
や
砂
な
ど
で
で
き
た
地
質
の
た
め
、

地
す
べ
り
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
る
。
地
す

べ
り
に
よ
る
緩
斜
面
は
棚
田
と
し
て
利
用

さ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
稲
作
を
中
心
に

人
々
の
営
み
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

盆
地
の
中
央
に
位
置
す
る
丹た

ん
ど土

地
区

は
、
明
治
の
町
村
制
に
よ
り
７
つ
の
村
が

合
併
し
て
で
き
た
照
来
村
の
役
場
が
一
時

置
か
れ
、
当
時
は
中
心
だ
っ
た
地
区
。

　

照
来
ス
キ
ー
場
が
か
つ
て
あ
っ
た
こ
と
か

ら
最
盛
期
に
は
民
宿
が
10
軒
ほ
ど
あ
り
、

現
在
も
但
馬
牧
場
公
園
や
ス
キ
ー
場
の
入

り
口
に
あ
た
り
、
観
光
業
も
盛
ん
で
あ
る
。

　

名
和
牛
・
但
馬
牛
の
ふ
る
里
と
し
て
も

有
名
で
、
田
畑
の
耕
作
の
た
め
に
但
馬
牛

は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
昔
は
ど
の
家

に
も
玄
関
の
横
に
牛
の
飼
育
ス
ペ
ー
ス
で
あ

る
厩ま

や

が
あ
り
、
ひ
と
つ
屋
根
の
下
で
人
と

牛
が
寝
泊
り
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

公
民
館
を
起
点
に
、
区
長
の
杉
岡
富

て
ば
、
鐘
を
鳴
ら
し
て
み
た
く
な
る
の
も

分
か
る
気
が
す
る
。

　

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
山
側
に
入
っ
て
い
く

と
、
氏
神
で
あ
る
熊
野
神
社
が
佇
む
。
境

内
に
は
杉
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
巨
木
が
立

ち
並
び
、
荘
厳
な
社
叢
を
創
り
出
す
。
平

安
時
代
に
建
立
さ
れ
た
と
伝
わ
り
、
八
幡

神
社
も
合
祀
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社

殿
に
は
刀
の
オ
ブ
ジ
ェ
も
飾
ら
れ
て
い
る
。

　

神
社
の
す
ぐ
隣
に
は
「
本
覚
寺
薬
師

堂
」
が
あ
り
、
本
尊
は
立
派
な
も
の
で
、

両
脇
の
仁
王
像
と
と
も
に
古
の
雰
囲
気

を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　

神
社
か
ら
坂
道
を
下
っ
て
集
落
内
に
入

る
と
、
梁
の
立
派
な
し
っ
か
り
し
た
家
々
が

目
に
留
ま
る
。
冬
場
は
但
馬
で
も
雪
の
多

い
豪
雪
地
域
で
あ
り
、
頑
丈
さ
を
も
つ
石

州
瓦
の
赤
茶
色
の
屋
根
と
相
ま
っ
て
、
雪

国
特
有
の
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
の
頃
は
大
雪
で
２
階
か
ら
出

入
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
冬
は
杜

氏
、
蔵
人
と
し
て
、
酒
造
り
の
出
稼
ぎ
に

行
く
人
が
多
か
っ
た
で
す
ね
」
と
、
杉
岡
区

長
は
話
し
て
く
れ
た
。

　

お
盆
に
は
、
県
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る
「
丹
土
は
ね
そ
踊
」
が
、
公
民
館
前
で

踊
ら
れ
る
。
剣
術
を
元
に
し
て
歌
舞
伎
の

音
曲
を
取
り
入
れ
た
踊
り
は
俊
敏
で
、
但

馬
で
も
珍
し
い
民
俗
芸
能
。
毎
夏
の
恒
例

行
事
で
あ
り
、
最
後
の
踊
り
で
は
帰
省
客

も
飛
び
入
り
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自

由
に
仮
装
し
て
盛
り
上
が
る
そ
う
だ
。

　
「
丹
土
を
見
渡
す
な
ら
草
太
山
の
中
腹

か
ら
眺
め
る
の
が一
番
。
か
つ
て
カ
ル
デ
ラ
湖

だ
っ
た
照
来
盆
地
の
美
し
い
田
園
風
景
と

山
々
を
ぜ
ひ
見
て
欲
し
い
」
と
、
最
後
に

区
長
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
新
緑
の
香
る
季
節
。
爽
や

か
な
高
原
の
風
に
吹
か
れ
て
、の
ん
び
り
と

訪
れ
て
み
た
い
。

　

区長さんおすすめの草太山からの眺め。中央に見えるのが愛宕山と但馬牧場公園で、そのすそ野に丹土地区が広がる。区長さんおすすめの草太山からの眺め。中央に見えるのが愛宕山と但馬牧場公園で、そのすそ野に丹土地区が広がる。
照来盆地の美しい風景が見渡せ、地形の成り立ちがひと目で分かる。照来盆地の美しい風景が見渡せ、地形の成り立ちがひと目で分かる。

集落の氏神である熊野神社。丹土では10組にまと集落の氏神である熊野神社。丹土では10組にまと
められ、毎日当番が旗を持ってお参りする日参が今められ、毎日当番が旗を持ってお参りする日参が今
でも行われている。昔は大きな旗を担いでお参りしでも行われている。昔は大きな旗を担いでお参りし
ていたが、現在は小さな旗へと変わっている。ていたが、現在は小さな旗へと変わっている。

集落の中央に位置する「丹土清水」。今集落の中央に位置する「丹土清水」。今
でもきれいな湧水が流れ出ている。かつでもきれいな湧水が流れ出ている。かつ
ては生活用水として利用され、住民のコては生活用水として利用され、住民のコ
ミュニティの場であった。洗い場（左）もミュニティの場であった。洗い場（左）も
あり、洗い物や洗濯も行われていたといあり、洗い物や洗濯も行われていたとい
う。現在は主に防火用水として使用されう。現在は主に防火用水として使用され
ている。ている。

豪雪地帯ということもあり、豪雪地帯ということもあり、
梁や柱がしっかりした家が梁や柱がしっかりした家が
多い。石州瓦の赤茶色の屋多い。石州瓦の赤茶色の屋
根が山陰の雪国の雰囲気を根が山陰の雪国の雰囲気を
醸し出している。醸し出している。

本覚寺薬師堂の趣のあるご本尊。現本覚寺薬師堂の趣のあるご本尊。現
在の薬師堂は湯村温泉にある正福寺在の薬師堂は湯村温泉にある正福寺
から移築されたもの。から移築されたもの。

集落で見つけた元左官職人の集落で見つけた元左官職人の
ご主人が趣味で作った漆喰のご主人が趣味で作った漆喰の
五重塔が並ぶ庭。表札も漆喰五重塔が並ぶ庭。表札も漆喰
で作られている。で作られている。

県立但馬牧場公園県立但馬牧場公園
但馬牧場公園スキー場但馬牧場公園スキー場

愛宕山愛宕山

熊野神社熊野神社

本覚寺薬師堂本覚寺薬師堂

横尾山 萬福寺の横尾山 萬福寺の
鐘楼跡鐘楼跡

公民館公民館
毎年お盆に「丹土毎年お盆に「丹土
はねそ踊」が踊らはねそ踊」が踊ら
れる。れる。

丹土清水丹土清水

お地蔵さんお地蔵さん

供養塔供養塔

至県道至県道

元左官職人さんの庭元左官職人さんの庭

萬福寺の萬福寺の
住職の墓住職の墓

なだからな緩斜面になだからな緩斜面に
家 が々建っている。家 が々建っている。

「丹土はねそ踊」は戦国時代、豪族が我が家、我「丹土はねそ踊」は戦国時代、豪族が我が家、我
が身を守るため、家の子郎党に剣術を教えたことが身を守るため、家の子郎党に剣術を教えたこと
に由来する。2人、あるいは3人1組となって踊りをに由来する。2人、あるいは3人1組となって踊りを
披露し、槍・懐刀・刀・なぎなたを手にして、太鼓披露し、槍・懐刀・刀・なぎなたを手にして、太鼓
とお囃子にあわせて演ずる。とお囃子にあわせて演ずる。

12月31日にしめ飾りを12月31日にしめ飾りを
神社に奉納する独特の神社に奉納する独特の
慣習が残っている。慣習が残っている。

木製の鳥居木製の鳥居
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